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菌
翻
儡
「
火
山
と
原
発
」
の
補
遺
・補
足

立
石
雅
昭

（原
住
連
代
表
委
員
）

十

一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
中
旬

に
か
け
て
、
鹿
児
島
県
桜
島
火
山

が
活
発
に
活
動
し
、
爆
発
的
噴
火

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
十
三
日

に
も
爆
発
が
あ
り
ま
し
た
。
火
山

警
戒
レ
ベ
ル
は
、
３
に
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
九

一
三
年
六
月
末
の
日
置
地

震
を
前
兆
と
し
、
翌

一
四
年

（大

正
三
年
）

一
月
に
始
ま

つ
た
桜
島

大
正
噴
火
は
死
者
五
十
人
名
を
出

し
、
二
十
世
紀
に
お
け
る
国
内
最

大
の
大
山
災
害
Ｌ
な
り
ま
し
た
。

今
、
そ
の
規
模
の
大
規
模
噴
火
が

一，旦
つ
一
いヽ
る
可
キモ
樟
」が
仁媚
一摘
ミ
一■

て
い
ま
■ヽ
，

こ
の

「桜
島
の
大
規
模
噴
火
を

考
え
る
」
特
集
が
、

「自
然
災
害

科
学
」

（二
〇

一
九
年
二
十
人
巻

三
号
）
で
組
ま
れ
、
鹿
児
島
大
学

名
誉
教
授
の
小
林
哲
夫
先
生
も
、

そ
の
長
年
の
調
査

・
研
究
を
踏
ま

え
て
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
七
日
、
鹿
児
島
で
開

催
し
た
原
発
問
題
全
国
交
流
集
会

で
は
、
小
林
哲
夫
鹿
児
島
大
名
誉

教
授
を
招
い
て
、
九
州
中
南
部
の

五
大
カ
ル
デ
ラ
の
火
山
活
動
に
関

す
る
実
相
と
予
測
研
究
の
現
状
を

学
び
ま
し
た
　
小
林
先
生
の
報
告

レ
ジ
メ
は
原
住
連
の
Ｈ
Ｐ

（）けご
一

卜ヽ
（・・５
〓
∽■
８
ミ
）
で
見
る
，
ア
」

が
で
き
ま
す
（）
交
流
集
会
で
は
、

小
林
先
生
の
報
告
を
受
け
、
私
の

方
で
、

「火
山
Ｌ
原
発
」
と
題
す

る
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

（そ
の
報
告
要
旨
も
原
住
連
Ｈ
Ｐ

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
補
足
を
行
い
ま
す
。

①
火
山
活
動
は
数
十
万
年
単
位

で
は
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
繰
り

返
す

ブ
レ
ー
ト
の
配
置
が
大
き
く
換

わ
ら
な
い
限
り
、
日
本
列
島
に
お

け
る
火
山
活
動
は
、
カ
ル
デ
ラ
型

の
破
局
的
火
山
爆
発
を
含
め
て
ほ

ぼ
現
在
と
同
じ
場
所
で
発
生
し
ま

す
。
今
の
ル
こ
ろ
、
プ
レ
ー
，卜
の

配
置
〓
そ
つ
動
き

（ｔ
ミ
一、二
一万

向
や
速
度
）
に
大
き
な
変
化
が
認

め
ら
れ
な
い
以
上
、
火
山
の
位
置

が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
ｃ
新
た
な
火
口
や
側
噴
火
、

割
れ
目
噴
火
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と

異
な
る
場
所
で
噴
火
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
大
き
く
は
従
来
の
火

山
山
体
の
領
域
で
の
活
動
で
す
。

②
万
全
の
火
山
防
災
体
制
の
構

築
と
住
民
周
知
が
必
要

大
正
噴
火
規
模
の
大
噴
火
が
迫

っ

て
い
る
と
さ
れ
る
桜
島
は
国
内
で

も
最
高
／
最
新
の
観
測
／
予
測
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

火
山
災
害
に
は
噴
石
、
溶
岩
流
、

火
砕
流
、
泥
流
、
火
山
灰
、
火
山

性
岩
な
だ
れ
等
各
種
の
現
象
が
あ

り
ま
す
が
、
同
時
期
に
起
こ
り
う

る
地
震
や
津
波

へ
の
注
意
も
必
要

ネヽ
斗９Ъ
す
で
に
、
県
都
鹿
児
島
市
と
錦

江
湾
周
辺
市
町
村
で
は
、
火
山
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
火
山

防
災
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
効
性
の
あ
る
防
災
計
画
は
、

絶
え
ず
見
直
す

（例
え
ば
、
鹿
児

島
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
平
成

二
十
二
年
発
行
）
と
と
も
に
、
訓

練
な
ど
を
通
し
て
住
民
に
周
知
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
．

③
姶
良
カ
ル
デ
ラ
を
形
成
し
た

規
模
の
破
局
的
巨
大
噴
火
は

川
内
原
発
を
襲
い
う
る

鹿
児
島
湾
奥
の
錦
江
湾
は
約
二

万
～
二
万
九
千
年
前
に
発
生
し
た

超
巨
大
噴
火
に
よ
つ
て
で
き
た
カ

ル
デ
ラ
で
あ
り
、
こ
の
爆
発
で
噴

ニコ
ン́
．一「
、一一「
一̈（一．一一・一一・一一い一
一́
＼一一一一．一
｝

州
生
覆
っ
て
、
シ
ラ
ス
台
地
を
造

つ

て
い
ま
す
。
先
号
に
も
報
告
し
た

よ
う
に
こ
の
火
砕
流
は
川
内
原
発

に
も
達
し
て
い
ま
す
ｃ
桜
島
は
こ

の
カ
ル
デ
ラ
噴
火
の
後
、
そ
の
外

一
縁
部
分
に
噴
出
し
た
火
山
で
す
。

一　

④
カ
ル
デ
ラ
噴
火
は
制
御
で
き

一　
　
ま
せ
ん

一　

し
か
し
、
小
林
先
生
た
ち
の
長

一
年
に
わ
た
る
調
査

・
研
究
で
、
カ

一
ル
デ
ラ
噴
火
の
数
百
年
～
千
年
前

一
に
は
前
兆
噴
火
が
あ
る
こ
と
が
明

一
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

一
前
兆
活
動
を
と
ら
え
る
こ
と
が
重

一
要
で
す
。
こ
の
前
兆
活
動
や
カ
ル

一
デ
ラ
噴
火
を
起
こ
す
マ
グ

マ
は
、

一
し
ば
し
ば
噴
火
す
る
火
山
の
マ
グ

一
マ
と
は
科
学
的
成
分
を
異
に
し
て

一
い
ま
す
。

一　

現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
前

一
兆
現
象
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

一
少
な
く
と
も
百
年
は
カ
ル
デ
ラ
噴

一
火
が
起
こ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

一
　

）
・ュ̈

）、
一一一一一一二」・，一
ル（
¨
」一一一‐一一一一一一一

と
は
異
な
る
マ
グ
マ
の
集
積
過
程

や
、
前
兆
噴
火

・
カ
ル
デ
ラ
噴
火

に
至
る
過
程
な
ど
、
カ
ル
デ
ラ
噴

火
の
予
測
を
よ
り
科
学
的
に
精
密

に
し
て
い
く
基
礎
的
研
究
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
◇

な
お
、
九
州
電
力
は
、　
①
の

予
測
な
ど
を
も
と
に
、

「原
発
の

運
用
期
間
中
に
破
局
的
噴
火
が
起

こ
る
可
能
性
は
低
い
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の

「運
用
期
間
中
」

と
は
な
に
を
さ
し
て
い
る
の
で
し
よ

う
。　
一
般
に
は
四
十
年
あ
る
い
は

六
十
年
と
い
う
運
転
期
間
を
指
し

て
い
る
と
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
処
理
場
の
建
設
が
全
く
見
通
せ

な
い
現
在
、

「核
の
ゴ
ミ
」
は
原

発
敷
地
内
に
留
め
置
か
れ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
こ
の
点
を
曖
味
に
し

た
ま
ま
、

「運
用
期
間
中
に
は
破

局
的
噴
火
が
起
こ
る
可
能
性
は
低

い
一
と
す
る
評
価
患
誤
り
で
十
〓

二手
た
、　
全
一５
〓父
一こ
・〓示
芸
一
、
一一二
一

れ
た
、
原
発
の
安
全
性
に
関
わ
る

火
山
活
動
の
評
価
指
針
と
な
る

「火
山
影
響
評
価
ガ
イ
ド
」
の
改

定
が
十
二
月
月
十
人
日
、
規
制
委

日早
会
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
＾

業
界
誌

『
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ

ｆ

ｏ
ｒ

ｔ
ｈ

ｅ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
』

で
、

「‐Ｂ

Ｗ
Ｒ
の
再
稼
國

ル
題
Ｌ

東
握
騒

一

原
発
を
抱
え
る
茨
城
県
東
海
村
の
山
田

修
蜂
轡
長
ル
嘉
押
崎
刈
樹
憚
原
来
千
年
綱
｝え
ス
ギ
訂

潟
県
相
堕
由
長
の
品
田
石
丞
害
Ｒ
か
対

談

山
田
廿
長
は

「Ｂ
Ｗ
Ｒ
に
つ
い
て

も
し
つ
か
り
，
書
暮
齢
留
して
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
つ
イて
い
る

ル
語
う

「Ｂ
Ｗ
Ｒ
」
と
は
沸
騰
水
型
軽
水
炉

の
こ
と
。
事
詩
″
紀

こヽ
し
た
福
鳥
壁
弟
一

原
発
は
こ
の
型
一

古
希
腰
菱

諄原
発
Ｉ
桶
‐Ｈ

蝙

墓

皇

十養
盤
壼

一原
発
は
運
転

開
始
四
十
年
・グ」超
え
た

二
十
年
延
長
運
転
の
再

稼
働
の
容
認
と
も
と
れ

る
発
一一一口に
地
元
住
民
の

基

塑

暴

古冒

つ
て

い
る
．
山
田
村
長
は
誌
上
で

罫
簿
制
基
準
が
で
き

て
も
の
十
ビ
い
安
↑斎
策
が

一重
二重

に
で
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
論
理
的
に

考
え
れ
ば
…
同

じ
よ
う
な
事
故

は
■
ず
起
こ
う
な
ど

と
発
高
）
滸辱
難

討
山
の
実
２
県
螺
尖苺
ｃれ
デヽ
り
９
ｃ

き
、
立
地
自
治
体
の
首
長
が
新
た
な

コを
入
一
押
昇
国
　
の
牛
諸
修
Ｌ
立
つ
い
⊂た
が
」

り
‘ろ
な
い
話
“
原
発
を
必
要
な
い
と
す

る
住
民
に
つ
い
て

「す
べ
て
の
外
部
電

源
を
遮
断
し
て
白
晏参
奎
電
だ
け
で
生
活

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

只
杵
基
琴
イ
ン
フ
ラ
の
一嘔左人一笙
寧
つ
こ

と
に
な
る
の
こ
自
宅
か
ら
一歩
も
出

て
い
け
な
い
」
卜
』
泰
一一一］ユケ
一吐
く
Ｌ
全
つ

て
は
村
長
と
し
て
の
合
格
が
聞
わ
れ
る
。

山田東海村長が暴言

―業界誌対談―

「再稼働は必要」

「自
家
発
雪


